
ひな祭りの３日、横須賀市芦名の淡島神社で「流し雛（びな）」が行われ、芦名海岸での神事の後、約30体のひな人
形を載せた小舟が巫女（みこ）らの乗った船に引かれ湾内を回った。
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3
月
は
国
が
定
め
た
自
殺
対
策
の
強

化
月
間
。
そ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
先
頭
に
立

つ
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
、
飛
ぶ

鳥
を
落
と
す
勢
い
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
が
選
ば
れ
た
。
そ
う
、
ご
存
じ
の
Ａ

Ｋ
Ｂ
48
で
あ
る
。

　

命
を
め
ぐ
る
重
い
テ
ー
マ
。
そ
こ
に

な
ぜ
、
ト
ッ
プ
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
を

絡
ま
せ
る
の
か
。「
違
和
感
」
を
感
じ

た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。
新
聞
広

告
や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
ポ
ス
タ
ー
を
通
じ

て
自
殺
防
止
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
「
命
の
門
番
に
な
る
の
は
、
み
ん
な

で
す
。」
と
。

　

内
閣
府
の
自
殺
対
策
の
強
化
月
間
を

め
ぐ
っ
て
は
ま
ず
、
月
間
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
が
物
議
を
醸
し
た
。
明
ら
か

に
Ａ
Ｋ
Ｂ
を
も
じ
っ
た
「
あ
な
た
も
Ｇ

Ｋ
Ｂ
47
宣
言
！
」
で
あ
る
。

　
「
Ｇ
Ｋ
」
は
自
殺
の
兆
候
を
気
づ
い

て
必
要
な
支
援
へ
と
つ
な
げ
る
ゲ
ー

ト
・
キ
ー
パ
ー
（
門
番
、
見
守
り
役
）

の
略
で
、「
Ｂ
」
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
（
基
本
）

の
頭
文
字
。
と
ど
の
つ
ま
り
は
、
命
を

守
る
門
番
と
し
て
の
活
動
を
47
都
道
府

県
に
広
げ
、
14
年
連
続
で
3
万
人
を
超

え
る
自
殺
者
の
数
を
少
し
で
も
減
ら
そ

う
と
い
う
の
が
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

意
図
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
活
動
の
輪
を
広

げ
る
。
そ
の
趣
旨
に
異
論
は
な
い
も
の

の
、
自
殺
対
策
に
地
道
に
取
り
組
む
自

死
遺
族
の
支
援
団
体
な
ど
か
ら
は
、
猛

反
発
を
受
け
る
。
じ
っ
く
り
と
腰
を
据

え
た
活
動
が
求
め
ら
れ
る
自
殺
対
策
と

ア
イ
ド
ル
と
の
取
り
合
わ
せ
が
、
あ
ま

り
に
も
不
可
解
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

神
奈
川
県
と
横
浜
、
川
崎
、
相
模
原

の
3
政
令
市
な
ど
で
組
織
す
る
「
か
な

が
わ
自
殺
対
策
会
議
」
の
場
で
も
、
遺

族
支
援
に
携
わ
っ
て
き
た
有
識
者
委
員

か
ら
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
に
対
し
て
「
強

い
違
和
感
」
が
表
明
さ
れ
た
。

　

結
局
、「
あ
な
た
も
Ｇ
Ｋ
Ｂ
47
宣

言
！
」
は
、国
会
の
場
で
も
批
判
さ
れ
、

野
田
佳
彦
首
相
も
「
違
和
感
を
感
じ
て

い
た
」
と
同
調
。
そ
の
結
果
、「
あ
な

た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
宣
言
！
」
へ
と

差
し
替
え
の
憂
き
目
を
見
る
。

　

こ
の
一
件
で
、
首
相
が
現
場
と
同
じ

感
覚
の
持
ち
主
だ
と
知
っ
て
安
ど
し
た

方
も
多
い
は
ず
。
た
だ
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
自
体

は
沈
む
ど
こ
ろ
か
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
。
こ
れ
を
ど
う
受
け
と
め
る
か

だ
が
、
中
途
半
端
な
ち
ゃ
ぶ
台
返
し
を

見
せ
ら
れ
て
、
後
味
の
悪
い
思
い
を
し

た
人
も
少
な
く
な
い
は
ず
だ
。

　

幻
と
な
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

彼
女
た
ち
の
起
用
を
前
提
に
作
ら
れ
た

可
能
性
が
高
い
、
と
筆
者
は
み
る
。
ア

イ
ド
ル
あ
り
き
で
政
策
の
「
筋
」
が
決

め
ら
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
本
末
転
倒

だ
。
国
は
ど
こ
を
向
い
て
仕
事
を
し
て

い
る
の
か
と
言
い
た
い
。

（
神
奈
川
新
聞
社

�

統
合
編
集
局
次
長
　
宮
本
　
敏
也
）

ア
イ
ド
ル
と
自
殺
対
策
月
間

視
描点
点
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こ
の
広
告
に
載
っ
て
い
る
銅
像
を
、

見
お
ぼ
え
あ
る
人
も
い
る
の
で
は
…
。

　

山
へ
柴
刈
り
に
行
っ
て
も
、
片
時
も

本
を
離
さ
ず
、
読
み
ふ
け
っ
て
歩
く
少

年
。
学
童
た
ち
の
向
学
心
を
養
う
モ
デ

ル
と
し
て
、
小
学
校
の
正
門
近
く
に
立

て
ら
れ
て
い
る
、
二
宮
尊
徳
で
あ
る
。

　

通
称
、
金
次
郎
。
１
７
８
７
（
天
明

7
）
年
7
月
、
相
模
国
足
柄
上
郡
栢か

山や
ま

（
現
在
は
小
田
原
市
）
に
生
ま
れ
た
。

飢
饉
が
つ
づ
き
、
各
地
で
一
揆
が
起
き

て
い
た
。5
歳
の
と
き
酒
匂
川
が
氾
濫
、

生
家
の
田
畑
が
流
出
。
14
歳
の
と
き
父

が
、
翌
年
母
が
病
没
。
一
家
は
離
散
、

金
次
郎
は
伯
父
の
家
に
寄
食
。
百
姓
に

勉
学
は
不
要
と
い
う
伯
父
に
か
く
れ

て
、
読
書
の
日
々
。
そ
の
苦
学
の
姿
を

写
し
た
像
で
あ
る
。

　

20
歳
、
わ
ず
か
の
耕
地
を
買
い
も
ど

し
て
生
家
を
再
興
。倹
約
し
て
は
貯
金
、

少
し
ず
つ
土
地
を
買
い
増
し
て
、
4
町

歩
の
地
主
に
な
っ
た
。
25
歳
、
小
田
原

藩
の
家
老
・

服
部
家
に
奉

公
。
家
政
の

改
革
を
ま
か

さ
れ
た
。
そ

の
手
腕
を
み

と
め
ら
れ
、

小
田
原
城
主

大
久
保
忠
真

か
ら
模
範
篤

農
家
と
、
表

彰
さ
れ
た
。

さ
ら
に
大
久
保
家
の
分
家
の
財
政
建
て

直
し
を
命
じ
ら
れ
、
下し
も

野つ
け

国
に
赴
任
。

15
年
か
か
り
で
成
果
を
あ
げ
た
。
ほ
か

に
数
藩
の
旗
本
家
の
再
建
や
、
関
東
諸

藩
か
ら
農
村
復
興
を
依
頼
さ
れ
た
。

　

55
歳
の
１
８
４
２
（
天
保
13
）
年
、

老
中
水
野
忠
邦
に
登
用
さ
れ
、
幕
府
の

御
普
請
役
格
に
な
る
。
2
年
後
、
日
光

神
域
の
復
興
を
命
じ
ら
れ
、
膨
大
な
計

画
書
を
作
成
。
着
手
し
ょ
う
と
奔
走
し

た
56
（
安
政
3
）
年
10
月
、
今
市
で
病

没
し
た
。

　

貧
農
の
出
身
な
が
ら
、
勉
学
と
倹
約

に
つ
と
め
、
幕
臣
と
な
り
、
い
ま
も
農

政
家
・
農
民
思
想
家
と
し
て
尊
敬
さ
れ

る
二
宮
尊
徳
。
農
業
に
対
す
る
ゆ
た
か

な
知
識
、
土
木
工
事
の
技
量
、
独
特
の

政
治
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
広
辞

苑
は
こ
う
書
く
。「
徹
底
し
た
実
践
主

義
で
、
神
・
儒
・
仏
の
思
想
を
と
っ
た

報
徳
教
を
創
め
、
自
ら
陰
徳
・
積
善
・

節
倹
を
力
行
し
、
殖
産
を
説
い
た
」

　

こ
の
報
徳
思
想
は
、
門
人
た
ち
に

よ
っ
て
全
国
に
広
め
ら
れ
、
大
日
本
報

徳
社
が
で
き
た
。
小
田
原
の
栢
山
に
は

生
家
と
尊
徳
記
念
館
、
小
田
原
城
内
と

今
市
に
二
宮
神
社
が
あ
る
。

　

広
告
を
見
よ
う
。
右
に
各
府
県
な
ど

す
で
に
１
２
０
余
基
、
有
志
か
ら
寄
付

さ
れ
た
。
現
在
も
制
作
中
で
あ
る
。
高

さ
は
3
尺
3
寸
（
ほ
ぼ
1
メ
ー
ト
ル
）、

丹
長
作
と
あ
る
。
鋳
造
師
だ
ろ
う
。
広

告
主
は
大
阪
市
南
区
の
慶
寺
製
作
所
。

左
に
第
5
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
、
宮

内
省
に
お
買
い
上
げ
て
い
た
だ
い
た

と
。
こ
の
博
覧
会
は
１
９
０
３
（
明
治

36
）
年
、天
王
寺
周
辺
で
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
こ
ろ
小
学
生
は
、
二
宮
尊
徳
を
教

科
書
で
学
ん
で
い
た
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
茅
ヶ
崎
在
住
）

（
図
）
二
宮
尊
徳
銅
像
の
新
聞
広
告
・

１
９
２
９
（
昭
和
4
）
年
掲
載

 
勉
強
し
な
さ
い

宮
野
　
力
哉

～
キ
キ
メ
あ
る
人
と
顔
と

広
告

談
珍
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